平成三十年度　卒業式　式辞

　厳しい寒さを乗り越え、春の訪れを待っていたかのように桜のつぼみが膨らむ様子に、命の力強さを感じる季節となりました。この佳き日に、愛西市立草平小学校を巣立ちゆく五十八名の六年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。
　
本日は本校の卒業式を挙行しましたところ、　　　　　公私ともにお忙しい中、奥田哲弘（おくだ　てつひろ）様をはじめ、多くのご来賓の皆様にご臨席を賜りました。高いところからでありますが心からお礼申し上げます。
（体の向きを変え）

「ありがとうございました」（一礼）
　保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。（一礼）
今、卒業証書を手渡しましたが、一人一人の受け取る表情から、中学校でもがんばろうという気持ちが伝わってきました。
その卒業証書をお子様から受け取られたお気持ちはいかがでしょうか。六年前、大きなランドセルを背負い、手をつないで校門をくぐったあの日の姿。その成長を思うと、感無量ではないかと思います。これまで、六年間に渡り、本校の教育に対してご理解とご協力をいただき、本当にありがとうございました。
　さて、卒業生のみなさん。先生は、一年間みなさんに伝えたいことを、朝礼で話をしてきました。その中から、改めて伝えたい言葉について話をします。
　
一つ目です。みなさんが一番心に残っている『自分で考え、判断し、行動する』 という言葉です。これは、ハロウィンの日に、渋谷で常識を越えた迷惑行為があったニュースの話から切り出しました。これからみなさんが進む中学校は、三年間しかありません。三年後には、義務教育を終え、それぞれが選んだ別々の進路へと進みます。それは、小学校生活から考えると孤独な判断になることでしょう。その進路選択に向けて、「友達が行くから」「親にいいと言われたから」ではなく、自分の人生のために、悩み、考えて、行動することがより大切になってきます。人のせいにせず、言い訳せずに前に進むためにも『自分で考え、判断し、行動する』姿勢を常に忘れずにがんばってほしいと思います。
　二つ目は、『人は自分がしたようにしてくれる。自分がしたようにしかしてくれない。』という言葉です。これからは、友人関係も難しくなってくる時期になります。友達の自分への言葉や行動が気になったとき、自分自身はその子に対してどうだったかを振り返ってみましょう。何気なく発する言葉、起こす行動。その子に嫌な思いをさせていなかったでしょうか。人は支え合って、助け合って生きていかなければなりません。誰に対しても丁寧に親切に接することは、これから先の人生ではとても大切になります。自分がしてほしいことを、人にしてあげられる人間になってほしいと思います。
　三つ目は『感謝の気持ちを忘れない』です。これは、サッカーのワールドカップロシア大会。日本は決勝トーナメントの一回戦でとても良い戦いをしましたが負けてしまいました。しかし、試合後に日本チームが使用したロッカーロームが、来た時よりもきれいに掃除され、さらに折り紙で作った鶴とロシア語で「ありがとう」と書かれていたメッセージが置かれていたというニュースからお話をしました。戦うときはがむしゃらに戦い、終わったあとはお互いの健闘を称え合い、自分たちが精いっぱい戦うことができた環境を整えてくれた人たちへの感謝を忘れないその姿は、日本人として誇らしい気持ちになりましたね。みなさんも、今日卒業式が終わったら、まず担任の先生へ、そして家族へ感謝の気持ちを伝えましょう。そしてこれからの中学校生活を歩む中で、周りの人たちへの感謝の気持ちを忘れずに、前を向いて進んでほしいと願っています。
「卒業」。それは、終わりのときでもあり、始まりのときでもあります。皆さん、この歴史ある草平小学校で六年間過ごしたことを誇りに、胸を張り、背筋を伸ばして、自分らしい人生を創り出しましょう。皆さんの未来が希望に満ちたものになるよう心から祈り、私の式辞といたします。
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